富岡西高等学校における教科横断授業

１　実施日時　令和７年２月１４日（金）
２　対象　　　２年次普通科２１HR３８名
３　実施時間　古典探究
４　担当科目　①国語　（歴史物語『大鏡』「南院の競射」から道長と道隆、伊周の人物像を理解する。）
                                           
　　　　　　　②日本史探究（藤原道長について理解する。）　


	
	展開

	導入（１０分）
	本文を音読し、本時の活動について説明を行う。


	展開（４０分）
	①師殿（伊周）が道長に負けているのを見て、中関白殿（道隆）と側近達が「いま二度延べさせ給へ。」と述べた真意について考える。
その後、道長の「道長が家より帝・后立ち給ふべきものならば、この矢当たれ。」「摂政・関白すべきものならば、この矢当たれ。」と発した言葉から、この時の道長の心情を考える。

②「摂政・関白すべきものならば、この矢当たれ。」より、道長の関連事項を復習として、ペアでキーワードを挙げさせる。その中で、道長が関白の職には就いていないことに気づかせる。



	まとめ（１０分）
	『大鏡』の作者の視点で描かれている登場人物と歴史上での事実を
比べ、登場人物の実像を理解する。




